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人はパンだけで生きるものではない。

神の口から出る一つ一つの言葉で生きる。

マタイによる福音書　4章 4節 ・ 新共同訳



シリーズ説教

　カトリック教会の井上洋治神父が、その著

書の中で触れていたことを思い起こしまし

た。次のようにあります。「山水画や墨絵の余

白の部分というのは、確かにそこには何も描

かれていはいない。従って何も描かれていな

いという意味では無である。しかし余白の部

分を全部切りとってしまって金縁の額などに

いれてしまえば、描かれている部分も完全に

その絵画としての生命を失ってしまう。何も

描かれていない余白の部分が、まさに描かれ

ている部分を、おのおのその場に生命あらし

めているのであり、その場をえさしめている

のである。」つまり、何も塗っていない、言う

なれば「無」とみなされる「余白」こそ、実

はすべてに命を与えるのだと言われているの

です。何も塗っていない「無」と思われる余

白こそ、命を命とする重要な部分にちがいな

いと指摘しているのです。塗っていない、満

たされていない部分を余白として受け入れる

ことこそ、実は命が与えられるということな

のです。このことは、もちろん絵に限ったこ

とではなく、私たちの生活のあらゆる場面で

も、また私たちの生き方においても重ねて考

えることができるでしょう。

　聖書から例をあげ、共に考えてまいりま

しょう。今日の第一の朗読の少し前になりま

すが、創世記 2章の冒頭に、主なる神が土の

塵から人を造られた場面が記されています。

次のようにあります。「主なる神は、その鼻か

ら命の息を吹き込まれた。こうして人は生き

るものとなった。」神は私たちを造られた時、

この霊が吹き込まれる隙間をも造られたとい

うことがわかるのです。隙間を抱えた存在、

これが“神が造られ、神が望まれた私たち”な

のです。私たちは満たされていることが幸い

に近い状態と思うのですが、神は私たちを隙

間がある存在として造られたのですから、隙

間を持った状態、すなわちそれが私たちの目

には不足しているように思われる時こそ、私

たちは幸いなのだと言えるのです。満たされ

ていない、隙間を持った状態とは、言い換え

るなら、弱さ、悩み、苦しみなどを抱えた、

私たちの日常的な姿にちがいありません。私

たち人間の目には幸せとは思われない状態に

あることこそ、かえって神の御前にあって幸

せなのです。

　今日、私たちに示されている主イエスの経

験は、この隙間を物質的なもので満たすので

はなく「神の言葉」で満たすことを教えてい

ます。そのために、神を試みることなく、信

頼するべきことを教えています。またあらゆ

るものをその手に満たそうとして、神でない

ものに心奪われることなく、主に仕えるべき

ことを教えています。このように、イエスが

誘惑に対して答えられた内容は、神に造られ

た私たちが、それぞれの隙間というものを恵

みとして受け入れて生きるようにと招いてい

ることがわかるのです。

　人は年を重ね、できることが少なくなった

と嘆くことがあるでしょう。様々な不安に悩

むことがあるでしょう。しかし驚くべきこと

に、そのように抱える足りなさ、弱さこそ、

神が与えたれた恵みなのです。なぜなら、そ

の足りなさや弱さというすきまから主イエス

の温かな息、風、霊があなたのうちに吹き込

み、あなたは真の命に生きる者として新たに

されるからなのです。キリストを通して吹き

入る、聖霊の風を受けて生きる者として、満

たされていない部分をかえって喜びとし、す

べての人々と共に歩んでまいりましょう。

「温かいすきま風」　　　　　佐藤和宏牧師

　　　　　　　マタイによる福音書 4章 1‑11 節



ろしくお願い申し上げます。

●江◯◯子さん（代議員）

　チーム　オベリベリと藤が丘

　乃南アサ作、チームオベリベリを読んだ。

140 年前、横浜の女学校で学んだ渡辺カネは

厳しい自然の待つ蝦夷地に開拓者として渡っ

た。自然との戦い、簡単には人を受け入れな

い原野で絶望の淵に立ちながらも、希望を捨

てずに必ず春が訪れるのを信じて。実在の人

物であるカネは何故この逆境に耐えられたの

か？本を読み進めていくとカネの心にはいつ

も神様がいた。神様を信じ、祈りながら、逃

げる事も諦める事もできない地で家族、開拓

団の仲間を支えて前へ進むカネの姿に心に響

いた。その地こそ今の帯広である。

　藤が丘教会も４０年前にこの地からスター

トした。まさにチーム藤が丘だったのでは？

と思う。今までもこれからも神様と向き合え

る場であり、私にとって穏やかな時が過ごせ

る大好きな教会である。チームの一人として

互いに支えあいたいと思う。

　今年一年、宜しくお願い致します。最後に

本に夢中になって散歩をショートカットして

しまい、ワンワン達ごめんね。

●2023 年度役員の皆さん

　代議員：田◯◯夫さん、江◯◯子さん

　書記：◯木◯子さん

　会計：◯田◯一郎さん、◯野◯之さん

　伝道教育：◯藤真◯さん

　奉仕：永◯◯子さん

　管財：◯田◯一郎さん

　「伝道教育」「奉仕」の担当役員を 1名とし

ましたのは、皆さんにそれぞれできる方法で

関わっていただきたいと願ってのことです。

ご一緒に歩んでまいりましょう（佐藤）

●◯木◯子さん（書記）

　自身の未熟さをイヤと言うほど知る身にと

って、役員選結果の受け止めは、こんな私で

良いのだろうかと言う思いのみでした。教会

員皆様のお支えがなければ何もできない、い

つまで経っても若葉マーク　の私ですが、他

の役員の皆さんと力を合わせて、教会のため

に少しでもお役に立てるようにとの思いで今

期のスタートを切りました。どうぞよろしく

お願いいたします。

●◯田◯一郎さん（会計/ 管財）

　今年も一年間会計と管財を担当することに

なりました。ご承知のように教会の財政は皆

様の献金によって支えられています。お陰様

で皆様のご協力により一般会計もなんとか収

支のバランスがとれています。今年もよろし

くお願いします。最近、野鳥観察を始めまし

た。カメラを持って近所の公園や川へ行って

野鳥を撮影しています。マガモ、カワウ、セ

キレイ、コサギ、カワセミ、アオサギ等意外

な鳥にも出会えて楽しいですよ。なかなか

ポーズが決まらないのが難しいところです

が。

●永◯◯子さん（奉仕）

　一年間、奉仕を担当することになりまし

た。永利です。80歳になり、地力、体力、気

力、三拍子揃って急降下している私に役員が

務まるかと不安ですが、神様の助けにより、

皆様のご協力をお願いしながらやってゆきま

す。皆様が喜びを感じながら、教会に集い、

心静かに説教を聞ける環境を整えるために

は、奉仕は多岐にわたります。一人でも多く

の方に参加していただき、ご一緒に楽しみな

がら奉仕をし、そのことを通して信仰の交わ

りを深めていきたいと思います。どうぞ、よ

2023 年役員紹介①　　



CS 教師会、女性会例会がそれぞれ開かれまし

た。教会暦は 22 日に「灰の水曜日」を迎

え、四旬節に入りました。心静かに過ごしま

しょう。

　26日は、礼拝後月報委員会がありました。

今後の誌面について話し合われ、原稿を広く

求めることにいたしました。

　城南神奈川地区並びに東教区の諸教会の皆

さんのお祈りとお支えをいただいて、建てら

れた教会として、宣教 40年の年を感謝をもっ

て歩みたいと思います。そして内側への配慮

と共に、地域の方々に目を向け、地域の方々

に信頼される教会として、共に歩んでまいり

たいと願っています。どうぞ、お祈りくださ

い。私たちも皆さんのために、お祈りしてい

ます。（佐藤）

2月 19 日　19 名参加

１　女性会例会

　　①2023 年女性会役員

  会長　◯田姉

  副会長兼書記　江◯姉

  会計　小◯姉　田◯姉

　　②献金について

  シリア、トルコ震災被災者支援献金、

　　　 ウクライナ支援献金（計 20万円） 

  と昨年の物品販売、手仕事、カード 

  作成での約５万円の献金も連帯献金 

  としてお捧げする事が決定された。

　　③女性会総会について

  2023 年より 12月に総会を開催

　　④献花について

  意見交換を行った。

　　⑤お仕事会について　

  3 月 8日第 2水曜日から活動を再開

  10 時半から 12時半まで

　　⑥次回例会　3月 19 日

　2月の教会は、1日に聖研がありました。

5日の CS は、トーンチャム体験会と礼拝があ

りました。主日礼拝では聖餐式と新役員の就

任式が執り行われました。礼拝後、定例役員

会が開かれました。役割分担（『役員紹介』欄

参照）や宣教 40年宣教計画及び行事計画に

ついて協議されました。

　12日は、礼拝前に、学びの時間がありまし

た。礼拝後クリスマスコンサート委員会が開

かれました。具体的な候補者をあげ、依頼す

ることになりました。15日に、聖研がありま

した。16日に発送作業をいたしました。

　19日は、CS トーンチャイム体験会と礼拝

がありました。礼拝では、大和友子神学生が

2度目の説教を担当されました。礼拝後は、

●女性会だより

5 日　田◯◯一郎兄、田◯◯るみ姉　

22 日　内◯◯子姉　23 日　津◯◯子姉　

26日　◯谷◯介兄、◯本美◯子姉　

31日　◯井◯樹兄、◯谷◯美姉

今月、受洗記念日を
迎えた皆さん

おめでとうございます。

☜スマートフォン

で、こちらの QR コー

ドを読み込むと、教会

のさまざまな情報を、

確認出来ます。

●教会の動向

おめでとうございます。


